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砂丘地に於ける葡萄の苦土栄養に関する研究※

第／報 苦土施用濃度が葡萄幼樹の生育に及ほす影響に就いて

内藤隆次。飛谷弘明 （園芸学研究室）

　　　　　　　　　　Ryuユ1　NAIユO　and　H∬oak1TOBITANI

Stud1es　on　the　Magnesユum　Nutr1tユon　of　Grape　Trees　m　Sandy　H111Reg1o皿

　　　（I）　Growth　of　Young　G・rape　Trees　as　Related　to　the　Ooncen切ation　of

　　　　　　　　　　　　　　　lM二agnes1u皿ユヱn　Sand　Cu1tu「e

　　　　　　　　1緒　　　　言

　島根県下の海岸性砂丘地に近隼葡萄栽培が急激に盛ん

になりつつあるが，数年来苦土鉄乏症の発生が認められ

隼々その傾向が顕著となり対策が望まれている。然し乍

ら砂丘堆という特殊な土壌条件に於ける苦土成分の補給

方法に就いての資料が殆んどなく，本実験ぽ之等の劇こ

就いての手がかりを得る目的で行つた。即砂丘未耕地の

砂を用い砂耕法により苦土施用濃度が葡萄幼樹の生育に

及ぼす影響を調べ，更に砂丘地圃場の土壌中の苦土の動

行を知る為，置換性塩基及びその他若干の成分に就いて

土壌調査を行つた。

　本実験を行うに当り終始懇切な御指導を戴いた京都大

学小林教授，島根農科大学高馬教授並びに実験に協力戴

いた研究室各位に対し深甚なる謁億を表する。

　　　　　　　皿実験材料及ぴ方法

　（1）土壌及ぴ苗木の定植

　用土は出雲市島根農科大学附属神酉農場内の未耕地で

採取した。直径深さともに1尺4寸の素焼ポツトを用い

昭和ろ1年ろ月16日葡萄デラウエア種の1隼生苗を基部2

芽を残しそれ以上は勇除して定植し，発芽後更に1芽を

残し他は掻取り緕局1芽のみ伸長せしめアこ。

　　　　　　　　　　　　第／表　砂耕液の構 成

　（2）試験区及び施肥

　砂耕液申の苦土濃度に依り皿g－0，皿g－20，皿g－40，

皿9－80，皿9－160の5区を設け，夫々皿90の濃度を0，

20，40，80，／60ppmとしそれ以外の要素は従来の報告

を参考にして第1表の如くした。なお1区に5個体を用

いた。

　施肥は4月1日より9月30日迄3日に1回，1ポツト

当り51を与えた。此の量はポツト内に液が充分行きわた

り更に一部は底より流出する程度であつた。なお使用し

た砂耕液のP亘はすべて5．6を示し，苦土濃度の差異に依

る変化は認められなかつた。

　（3）栽培管理

新梢伸長中，腋芽の発生した場合には葉1枚を残し葡

心を行つた。なお新梢は支柱誘引に依り最後迄垂直方向

にのみ伸長せしめた。夏季の乾燥の著しい場合にはポツ

トタトに流出しない程度の潅水を行つアこ。

　（争）調査項目

〔I〕・生育調査

　新梢伸長量を5月1日より9月30日迄10日毎に測定し

叉その間に葉に現れる苦土欠之症を観察した・／2月1日

に新柏伸長量，基部直径，新槍の単位長当りの重量を調
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舎した。

〔皿〕葉及び新梢内成分合量の調査

　葉は7月31日，8月20日の2回ほゴ葉令の等しい成葉

を採取し，新梢は上記重量の測定に用いたものに就いて

夫々分析を行つた。分析法はN：ケルダトル法，P：ベ

ル氏法（光電比色計に依る）l　K：亜硝酸コバルト法，

Ca，皿g：EDTAに依るキレHト滴定法を夫々用いテこ。

〔皿〕土壊調査

　11月10日ポツト内よ．り採取した砂に就いてPHと置換

性塩基の定量を行つた。置換性塩基はIN酪酸アンモニア

に依る常法を用い，各要素の定量は上記と同じ方法で行

つた。叉之より先，9月20日に砂丘地土壌，　般土壊数

点を夫々現蒐圃場より採取しPH，灼熱滅量，全窒素，置

換性塩基に就いて分析を行つた。

第2表　砂丘地土壌調査成績

　　　　　　皿．実験結果

　（1）砂丘地土壌調査

　第2表に示す如く，砂丘地土壊は一般に各成分とも低：

く，かなり熟畠化しているトマト栽培跡蒐でも対照区の

一般土壌と比較すると有効成分の少い事が示されてい

る。

　註に示す如く，葡萄園地，トマト栽培跡地は三要素夕

石灰，更に前者は250貫後者は1，500貫／当反の堆由を元

肥に施用した圃場である。その効果は灼熱減量を始め各

成分の増加となつて現れているが，他の成分の増加に較

べ皿gの増加率は低く，植生と密接な関係のあるOa＋K二

皿9の比率が大きくなつている事が認め一られる。なお之

等の圃場に於て栽培されていた葡萄は軽度の，トマトば・

生育後半に於て顕著な苦土欠乏症を発現していた。

（1956隼9月採取）
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註　1）雑草が散蒐される夫耕地

　　2）8年生葡萄が栽櫃され施肥は反当N　L8貫P205ヱ．5貫晦Oユ。5貫CaOユ2實堆肥、250貫
　　3）疏菜園でトマトの栽培終了直後に土壌を採取oトマトに対する施肥ぼ反当N3，7貫更2051．7貫亙204．0二貿＝

　　　Ca0910貫堆肥ユ，500貫
　　4）5年生葡萄が栽櫃され施肥ぽ反当N3貫p2051．6貫颪202．2貫

　（2）苦土施用1農≡度が葡萄幼樹の生育に及ぼす影饗

　〔I〕葉　色

　7月上旬より皿g－0区の新梢基部の葉に苦土欠乏症特

有の葉脈間の褐色が認められ，同月下旬には同区の5個

体各々いづれも顕著な欠乏症を示した。此の症状は新梢

の伸長と共に次第に上方の葉に及び，その結果第1図に

示す如く著しく阜く落葉した。しかし乍ら20pp卿以上苦

土を施用した各区では此の症状は全く認められなかつ

た。

　〔皿〕新梢の生育

　新梢伸長量は第2図及び第3表に示す如くM9－20，二M二

9－40，皿9－80の各区が良好な伸長を示し，特に80区が

優れ皿9－D，M9－160区が伸長不良であつた。就中皿9－

160区は皿g－0区よ㌻劣り葉も小型化していることが認

められた。落葉後の新梢華部直径，襲除した枝の単位長

当りの重量（枝の充実度）も大休同じ傾向であづた。
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第1図 苦土欠乏に依る阜期落葉状態（10月上旬）
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第3表新梢の生育量

　　　　　　　　（12月1日調査）

皿g－0 皿9－20 皿g－40 ム征g－80Mg－160

伸長量　　　c皿主 258．8 282．7 2ア2．0 295．0 237．8

※充実度
23．1 28．0 25．7 29．4 22．1

基部直径　　血廊 6．／ 6．8 6．7 7．7 6．6

　※基部よりユ5節を残して勇除した枝の切断部より上

　　1血当りの重量（g）で示すo

　〔皿〕葉内成分合量

　第4表に示す如く，2回の分析を通してN，Pに対し

ては苦土施用濃度の影響は殆んど認められず，皿g，K，

Caには夫々顕著な影響が認められる、即先ず皿9に就い

ては，皿9－0区は0．06％と著しく低い合量で，皿g施用濃

度の高まるにつれ葉内皿9合量は増加している。叉7月31

目採取した葉では，．皿g合量が0．19％以上の場合は欠乏症

が現れていない。K，Ca合量は皿9施用濃度と逆比例約関

係を示し特にその傾向はKに於て著しい。即Mg－0区の

K合量が2．64～2．63％であるのに対し皿9－160区で0．9

～1．43％と皿9－0区の約劣の含量となつている。Caは皿9

－0区で0．62～0．64％，M9－160区で0．42～0．52％で苦土

　　　第4表葉内成分含量（対乾物％）

（1）　7月31一日材料採取

灰分 N P K Ca 皿g

皿9－0 6．97 2．80 0．21 2．64 ｝62 0．06

Mg－20 6．60 2．80 0．18 2．13 0．61 0．19

皿g－40 6．17 3．09 0．20 1．98 0．5ア 0．2／

皿9－80 5．84 2．76 0．19 1．84 0．55 0．2ア’

皿9－160 5．85 2．74 0．17 0．91 0．52 0．34

（2）　8月20日材料採取

ニポ 灰分 N P K
‘Oa 皿g

晦二0 7．32 3．19 0．／9 2．63 0．64 0．06

皿9－20 5．95 3．13 0．20 2．00 0．55 0．16

皿g－40 5．99 3．25 0．21 ．1乃 0．54 0．15

Mg－80 5．87 3．08 0．19 1．66 0．47 0．26

ム征g－160 5．48 3．27 0．21 1，43 0．42 0．32

施肥濃度に逆行する一定の滅少傾向を示すがKの場合程

顕著ではない。

　〔皿〕枝梢内成分合量

fig060501.pdf
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ε）
低く，7月ろ1日の0．91％の値は小林，福田，内藤氏（1952）
　　　　　　　　（7）
小林，細井，磯固氏（1955）が本実験と同様の方法の砂耕

試験の報告で示している加里無施用区の葉内K合量とほ

㌧等しい値である。

　即苦土施用濃度が加里の吸収に大きな影響を与える事

を示して居り，皿9－160区の生育不良の原因の一つにな

つている事が推定される。叉葉内で皿gと著しい逆比例的

関係を示したKが枝楕内で殆んどその傾向を示さず，逆

にCaが枝梢内で逆比例的関係が強くなつている事は高橋
　　α5〕
吉田氏（1956）’がタバコに於いても認めて屠り興味ある

問題である。枝梢内の炭水化物合量が皿9－80区が最高

となつて居り，N合量にも梢その傾向が見られるが貯蔵
　　　　　　　　　　　　　（m
養分の次年度の生育に及ぼす影響を考えると意義ある事

と考えられる。

　ポツト砂中の置換性K合量が苦土の施用濃度に逆比例

的に低下している事は，苦土の施用が加里の流亡を助長

する事を示している。砂丘地の如く有機質乏しく砂質で

置換容量の小さい土壌で苦土を施用する場合考慮すべき

問題であろう。

　以上の如く，砂丘未耕塊の砂を用い葡萄幼樹を砂耕栽

培した結果，N80pp皿，．＝P20540pp皿，K2080pp㎜，Ca0

80pp叫の場合皿gOの施用濃度が20～80ppm，特に80pp皿

の時最も良い生育を行いその葉内皿9合量は20pp皿の区

で0．／9％，80pp皿の区で0．27％（7月31日採葉）であつた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6ノ（7）
従来葡萄に対する窒素の好適濃度は40～80PP皿と報告さ1

れており本実験の結果より苦土の好適濃度はほゾ之に等

しく前述の砂丘地圃場の土壌調査の結果を併せ考えると

砂丘堆に於ける苦土の施用の必要性を示している、然し

乍らその施用量，施用方法に就いては今後なお険討する

必要がある。

　　　　　　　　V　摘　　　　要

（1）砂丘地に於ける葡萄の苦土欠乏症対策の基礎資料を

得る目的で，砂丘地圃場の土壌調査と砂丘地の砂を用い

砂耕法に依り苦土施用濃度が葡萄幼樹の生育に及ぼす影

響を調べた。

（2）従来の肥培管理法では未耕地に比べ有機物，Nは著

しく増加し置換性C馳，皿9，K何れも増加しているが皿9の

増加率は低く堆肥の施用のみでは苦土の補給が不充分で

ある事が認められた。

（3）苦土施用濃度が80PP肌の場合，新梢の生育が最も優

れ次1、、で20，40の順となり無施用の区は顕著な欠乏症を

示し生育も劣つた。叉160pp皿の区は無施用区より更に生

育が不良であつた。

（4）葉内ム征9合量は無施用区で0．06％，80pp皿の区で0．27

％であつた。叉葉内合量で皿gとK，樹肖内で皿gとCa

の逆比例的関係が顕著であつた。更に枝梢内の炭水化物

合量が40，80ppm一の両区に於て高い事が認められた。

（5）施肥停止後のポツト内砂中の置換性Ca，Mg，Kの相

互間に葉内合量に於けるとぽ㌧同様の関係が認められ

た。
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（／）ExpeI1㎜ents　were　cond．ucted，w1th　the　ob〕ect　of

f皿d皿ユg　t1he　contIo1　n1easures　for　the　皿峨g11es1un1

def1c1ency　of　gIa，Pe　tIees　皿ユthe　sandy　hユ11Ieg1o叫

　The　auther　sur▽eyed　the　chenユcial　conユposition

of　soi1s　in　this　area　and－stud．iea　the．efiect　of

ma罫ユesiu㎜concentr就ion　for　the　grρwth　of　young

gra・Pe　trees　i二α　sand　cu1ture　using　this　s刎11dy　soiL
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(2) The contents of organic nlatter and total N in 

the cultured soils were notably higher and exch-

arLgeable Ca, Mg and K also higher than in the 

non cultured soils. But the rate of Mg increase was 

about a half as low as Ca and K. 

It nleans that it is iIILportant to apply con:Lpost 

in this soils but not sufficient for supplying avail-

able Mg, and therefore in addition to it, Mg llLust 

be fertilized as well as 5 ingredients and Ca 

(3) In sand culture, the Mg levels were chan"ed 

such as c, 2C, 40, 80 and 1 60 ppJIL as' MgO alld the 

other elelnents were always provided in constant 

pro portion. 

For shoot growth 2C, 40 and 80 ppm, espeoialy 

80ppln of Mg nutrient were found to be favourable 

concentration. The treat,ment of "I~lg non fertilizer,, 

caused hevy Mg deaficienc"v alnd the shoot growth 

in 16C pplcn plot was worst of all. -
(4) The content of Mg hl leaves varied with its 

concentration in the culture sblution alid apparent 

reciprocal relationships between Mg and K in 

leaves and Mg and Ca ul shoots were observed. 

Leaf Mg content of non Mg fertilized plot was 

C.C6~ on dry nlatter and at 2C, 40 and 80 PPnl 

whitch were favarable concentration for slloot 

growth, it was respectlvely c.19, C.21 and C.27~~. 

(5) After growth season the auther surve.ved the 

exchangeable cations in t.he soil of each experim-

ental pot and the sarne relationships between Ca, 

Mg and K as' in leaves were found in the soils. 


